
平成年月日 火曜日 (号外第号)官 報

（
遺
族
の
範
囲
及
び
順
位
）

第
五
条

国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
は
、
国
外
犯
罪
被
害
者
の
死
亡
の
時
に
お
い

て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一

国
外
犯
罪
被
害
者
の
配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
っ
た

者
を
含
む
。）

二

国
外
犯
罪
被
害
者
の
収
入
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
た
国
外
犯
罪
被
害
者
の
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
及

び
兄
弟
姉
妹

三

前
号
に
該
当
し
な
い
国
外
犯
罪
被
害
者
の
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
及
び
兄
弟
姉
妹

２

国
外
犯
罪
被
害
者
の
死
亡
の
当
時
胎
児
で
あ
っ
た
子
が
出
生
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
そ
の
子
は
、
そ
の
母
が
国
外
犯
罪
被
害
者
の
死
亡
の
当
時
国
外
犯
罪
被
害
者
の
収
入
に
よ
っ
て
生
計
を
維

持
し
て
い
た
と
き
に
あ
っ
て
は
同
項
第
二
号
の
子
と
、
そ
の
他
の
と
き
に
あ
っ
て
は
同
項
第
三
号
の
子
と
み
な
す
。

３

国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
の
支
給
を
受
け
る
べ
き
遺
族
の
順
位
は
、
第
一
項
各
号
の
順
序
と
し
、
同
項
第
二
号
及
び

第
三
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
順
序
と
し
、
父
母
に
つ
い
て
は
、
養
父

母
を
先
に
し
、
実
父
母
を
後
に
す
る
。

４

国
外
犯
罪
被
害
者
を
故
意
に
死
亡
さ
せ
、
又
は
国
外
犯
罪
被
害
者
の
死
亡
前
に
、
そ
の
者
の
死
亡
に
よ
っ
て
国
外

犯
罪
被
害
弔
慰
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
先
順
位
若
し
く
は
同
順
位
の
遺
族
と
な
る
べ
き
者
を
故
意
に
死

亡
さ
せ
た
者
は
、
国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
と
し
な
い
。
国
外
犯
罪
被
害
弔
慰

金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
先
順
位
又
は
同
順
位
の
遺
族
を
故
意
に
死
亡
さ
せ
た
者
も
、
同
様
と
す
る
。

（
国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
を
支
給
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
場
合
）

第
六
条

次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
を

支
給
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

一

国
外
犯
罪
被
害
者
と
加
害
者
と
の
間
に
親
族
関
係
（
事
実
上
の
婚
姻
関
係
を
含
む
。）が
あ
る
と
き
。

二

国
外
犯
罪
被
害
者
が
、
当
該
国
外
犯
罪
被
害
の
原
因
と
な
っ
た
国
外
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
た
時
に
お
い
て
、
正

当
な
理
由
が
な
く
て
、
治
安
の
状
況
に
照
ら
し
て
生
命
又
は
身
体
に
対
す
る
高
度
の
危
険
が
予
測
さ
れ
る
地
域
に

所
在
し
て
い
た
と
き
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
都
市
再
開
発
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
さ
れ
た
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
都
市
再
開
発
法
第
七
条
の
九
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
認
可
の
申
請
で
あ
っ
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
、
認
可
又
は
不
認
可
の
処
分
が
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の

に
つ
い
て
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
三
条

前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
検
討
）

第
四
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
第
一
条
か
ら
第
三
条
ま
で
の
規
定
に
よ

る
改
正
後
の
規
定
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い

て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
土
地
区
画
整
理
法
及
び
密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
第
二
条
の
二
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
二
条
の
二
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め

る
。

一

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
六
条
第
六
項

二

密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
四
十
七

条
第
一
項

（
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項
第
四
号
中
「
第
七
十
三
条
第
一
項
第
十
四
号
」
を
「
第
七
十
三
条
第
一
項
第
十
九
号
」
に
改
め

る
。

（
郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
七
条

郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
五
十
八
条
第
十
三
号
中
「
及
び
都
市
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
十
二
号
）
第
二
十
九
条

第
二
項
」
を
削
り
、「
並
び
に
民
間
都
市
開
発
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
を
「
及
び
同
法
」
に
改
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
六
月
七
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
七
十
三
号

国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
国
外
犯
罪
行
為
に
よ
り
不
慮
の
死
を
遂
げ
た
日
本
国
民
の
遺
族
又
は
障
害
が
残
っ
た
日
本
国

民
に
対
す
る
国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
の
支
給
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
国
外
犯
罪
行
為
」
と
は
、
日
本
国
外
に
お
い
て
行
わ
れ
た
人
の
生
命
又
は
身
体
を
害

す
る
行
為
（
日
本
国
外
に
あ
る
日
本
船
舶
又
は
日
本
航
空
機
内
に
お
い
て
行
わ
れ
た
も
の
を
除
く
。）の
う
ち
、
当
該

行
為
が
日
本
国
内
に
お
い
て
行
わ
れ
た
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
行
為
が
日
本
国
の
法
令
に
よ
れ
ば
罪
に
当
た

る
も
の
（
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
本
文
、
第
三
十
九
条
第
一
項
又
は
第
四
十

一
条
の
規
定
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
な
い
行
為
を
含
む
も
の
と
し
、
同
法
第
三
十
五
条
又
は
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
罰
せ
ら
れ
な
い
行
為
及
び
過
失
に
よ
る
行
為
を
除
く
。）を
い
う
。

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
国
外
犯
罪
被
害
」
と
は
、
国
外
犯
罪
行
為
に
よ
る
死
亡
又
は
障
害
を
い
う
。

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
国
外
犯
罪
被
害
者
」
と
は
、
国
外
犯
罪
被
害
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
、
当
該
国
外
犯
罪
被

害
の
原
因
と
な
っ
た
国
外
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
た
時
に
お
い
て
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
（
日
本
国
外
に
生
活
の
本
拠

を
有
し
、
か
つ
、
そ
の
地
に
永
住
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
除
く
。）を
い
う
。

４

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
障
害
」
と
は
、
負
傷
又
は
疾
病
が
治
っ
た
と
き
（
そ
の
症
状
が
固
定
し
た
と
き
を
含
む
。）

に
お
け
る
精
神
又
は
身
体
の
障
害
で
別
表
に
掲
げ
る
程
度
の
も
の
を
い
う
。

５

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
」
と
は
、
第
四
条
に
規
定
す
る
国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
又
は
国

外
犯
罪
被
害
障
害
見
舞
金
を
い
う
。

（
国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
の
支
給
）

第
三
条

国
は
、
国
外
犯
罪
被
害
者
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
外
犯
罪
被
害
者
又
は

そ
の
遺
族
（
当
該
国
外
犯
罪
被
害
の
原
因
と
な
っ
た
国
外
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
た
時
に
お
い
て
、
日
本
国
籍
を
有
せ

ず
、
か
つ
、
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
者
を
除
く
。）に
対
し
、
国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
を
支
給
す
る
。

（
国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
の
種
類
等
）

第
四
条

国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
者
に
対

し
て
、
一
時
金
と
し
て
支
給
す
る
。

一

国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金

国
外
犯
罪
行
為
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
第
一
順
位
遺
族
（
次
条
第
三
項
及
び
第
四
項

の
規
定
に
よ
る
第
一
順
位
の
遺
族
を
い
う
。）

二

国
外
犯
罪
被
害
障
害
見
舞
金

国
外
犯
罪
行
為
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
者


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